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後
撰
集 

定
家
本
の
位
置
に
つ
い
て
の
小
論

�

　

福
田　

孝　

　
　
　

は
じ
め
に

　

後
撰
和
歌
集
は
現
存
す
る
諸
本
の
ほ
と
ん
ど
が
定
家
本
系
で
あ
る
、
非

定
家
本
は
切
を
含
め
て
も
ご
く
僅
か
し
か
な
い
。
が
、
本
文
は
定
家
本
系

に
あ
っ
て
も
乱
れ
が
少
な
く
な
く
、
非
定
家
本
の
少
数
の
写
本
を
含
め
て

検
討
す
る
と
き
本
文
異
同
を
は
じ
め
と
し
て
歌
序
・
歌
の
出
入
り
な
ど
大

き
く
乱
れ
て
い
る
。
後
撰
和
歌
集
の
未
定
稿
説
が
提
示
さ
れ
る
所
以
の
一

つ
で
あ
り
、
諸
本
の
整
理
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る
。
乱
れ
た
諸
本
の
整

理
を
試
み
る
こ
と
が
精
力
的
に
な
さ
れ
た
時
期
が
あ
り
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

が
も
た
ら
さ
れ
た（
１
）。
そ
の
大
き
な
ひ
と
つ
が
杉
谷
寿
郎
の
整
理
で
あ
り
、

の
ち
に
氏
は
以
下
の
よ
う
に
大
き
く
諸
本
を
再
整
理
し
て
い
る（
２
）。

　

一
、
汎
清
輔
本
系
統

（
一
）
二
荒
山
本

（
二
）（
１
）
片
仮
名
本
（
２
）
伝
慈
円
本
（
３
）
承
安
三
年
本

　

二
、
古
本
系
統

（
一
）（
１
）
白
川
切
（
２
）
角
倉
切
・
木
曽
切
（
３
）
堀
河
本 

（
二
）
胡
粉
地
切

（
三
）
行
成
本

（
四
）（
１
）
烏
丸
切
（
２
）
慶
長
本
（
３
）
雲
州
本

　
　
　
　
（
五
）
伝
坊
門
局
筆
本

　

三
、
承
保
三
年
本
系
統　
　

関
西
大
学
本
・
天
理
図
書
館
本

　

四
、
定
家
本
系

（
一
）
無
年
号
本　
　

Ａ
類
本
・
Ｂ
類
本

（
二
）
年
号
本
（
承
久
本
・
貞
応
本
・
天
福
本
な
ど
）

　

こ
う
し
た
整
理
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
本
文
の
新
古
に
つ
い
て
は
対
立

す
る
二
つ
の
立
場
が
存
在
し
、
解
決
が
つ
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況

に
あ
る
。
本
論
で
は
そ
の
解
決
に
向
け
た
大
き
な
見
通
し
を
得
る
た
め
に

二
つ
の
こ
と
に
言
及
す
る（
３
）。

　
　
　

一

　

本
文
の
新
古
に
つ
い
て
の
対
立
す
る
二
つ
の
立
場
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
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一
方
は
非
定
家
本
系
の
ほ
う
が
古
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
片
桐
洋
一

の
論
と
真
下
和
子
の
論
と
が
あ
る
。

　

片
桐
は
、
写
本
本
文
の
様
相
か
ら
「
異
本
系
の
方
が
定
家
本
系
よ
り
も

原
資
料
に
近
い
と
い
う
こ
と
は
自
明
な
の
で
あ
る
」「
定
家
本
系
と
い
い
、

異
本
系
と
い
い
、
お
お
む
ね
校
訂
本
で
あ
っ
て
、
定
家
本
が
よ
り
清
書
本

的
で
あ
り
、
異
本
系
が
よ
り
草
稿
本
的
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
過
ぎ
る
ほ

ど
明
ら
か
で
あ
る
」（
４
）と

述
べ
て
い
る
。

　

写
本
本
文
の
様
相
と
は
、
古
今
集
と
の
重
出
歌
が
非
定
家
本
系
よ
り
三

分
の
一
ほ
ど
に
減
っ
て
い
る
点
、
後
撰
集
内
部
の
重
出
歌
が
非
定
家
本
系

よ
り
減
っ
て
い
る
点
、
そ
し
て
作
者
名
表
記
に
関
し
て
、
三
位
以
上
の
人

に
は
「
朝
臣
」
で
な
く
「
卿
」
を
つ
け
る
表
記
が
非
定
家
本
系
に
見
ら
れ

る
こ
と
、「
中
納
言
」「
大
納
言
」「
左
兵
衛
督
」
と
い
っ
た
官
職
名
表
記

が
非
定
家
本
系
に
見
ら
れ
る
こ
と
、「
大
臣
」
と
呼
ば
ず
に
「
お
と
ど
」

と
い
う
語
が
非
定
家
本
系
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
と
い
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
定
家
本
系
の
ほ
う
が
非
定
家
本
系
に
比
し
て
整
理

さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。
ま
た
、
そ
の
作
者
名
表
記
に
お
い
て
天
福
本
140

番
歌
で
の

　
　

あ
が
た
の
ゐ
ど
と
い
ふ
家
よ
り
藤
原
治
方
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘
の
き
ん
ひ
ら
が
女

が
、
二
荒
山
本
で
の
、

　
　

あ
が
た
の
ゐ
ど
の
い
へ
に
て
、
た
ち
ば
な
の
き
む
ひ
ら
が
む
す
め
、

　
　

右
京
は
る
か
た
に
つ
か
は
し
け
る

と
い
う
よ
う
に
非
定
家
本
系
で
は
作
者
名
表
記
が
詞
書
の
一
部
と
し
て
存

す
る
場
合
が
あ
り
非
定
家
本
系
の
方
が
古
い
か
た
ち
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
非
定
家
本
系
に
は
「
宮
少
将
」（
天
福
本
で
は
「
敦
敏
」）・「
あ

ふ
み
」（
天
福
本
で
は
「
近
江
更
衣
」）
と
い
っ
た
、
私
的
な
く
だ
け
た
呼

称
が
多
い
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
定
家
本
系
が
整
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
和
歌
に
お
い
て
も
定
家
本
系
が
洗
練
さ
れ
た
ま
と
ま
っ
た
表
現
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

真
下
和
子
は
、「
後
撰
集
全
体
に
未
定
稿
的
要
素
が
強
い
中
で
、
わ
け

て
も
異
本
系
は
草
稿
的
色
彩
が
一
層
強
く
、
定
家
本
系
は
そ
れ
よ
り
整
っ

て
清
書
本
に
よ
り
近
い
性
質
を
も
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
」（
５
）と

述
べ
、
歌
言
葉
の
比
較
か
ら
定
家
本
系
の
本
文
が
整
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
歌
言
葉
の
比
較
と
は
、
字
余
り
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
整
え

ら
れ
て
い
る
点（
非
定
家
本
系
の
本
「
と
い
ふ
」
が
天
福
本
で
は
「
て
ふ
」

と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
）、
意
味
が
よ
く
通
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
点（
秋

歌
437
番
歌
で
非
定
家
本
系
の
本
で
は
春
を
想
起
さ
せ
る
「
こ
ち
風
に
」
と

な
っ
て
い
る
の
が
天
福
本
で
は
「
吹
く
風
の
」
と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
）、

言
葉
に
お
い
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
点
（
非
定
家
本
系
の
本
「
あ
か
つ
き
方

に
あ
ひ
し
な
り
け
り
」
が
天
福
本
で
は
「
あ
か
つ
き
方
の
別
れ
な
り
け
り
」

と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
）、
縁
語
・
掛
詞
・
見
立
て
と
い
っ
た
三
代
集
的

表
現
を
多
く
持
っ
て
い
る
点
（
非
定
家
本
系
の
本
「
錦
を
き
ぬ
に
き
ぬ
人

ぞ
な
き
」
が
天
福
本
で
は
「
を
ら
ぬ
錦
を
き
ぬ
人
ぞ
な
き
」
と
な
っ
て
い

る
、
な
ど
）、
用
い
ら
れ
る
語
が
選
択
さ
れ
て
多
様
で
あ
る
点
（
非
定
家

本
系
の
本
で
「
今
日
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
天
福
本
で
は
「
は
る
」

「
こ
よ
ひ
」「
い
ま
」「
君
」「
こ
こ
ろ
」「
け
さ
」
と
な
っ
て
い
る
、
な
ど
）、

で
あ
る
。
真
下
は
定
家
本
系
の
本
、
な
か
で
も
天
福
本
が
「
家
本
」
で
問

題
と
な
る
箇
所
に
つ
い
て
他
本
を
参
照
校
合
し
、
歌
と
し
て
文
学
的
に
す
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ぐ
れ
た
表
現
に
し
て
い
る
と
い
う
。

　

草
稿
本
的
・
未
定
稿
的
・
原
資
料
、
清
書
本
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
定
家
本
系
と
非
定
家
本
系
と
の
本
文
差
が
、
編
集
段
階
に
生
じ

た
差
な
の
か
、
伝
来
途
上
に
お
い
て
生
じ
た
差
な
の
か
、
に
つ
い
て
断
定

で
き
な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
、
片
桐
も
真
下
も
非
定
家
本
系

が
古
い
本
文
を
持
ち
、
定
家
本
系
が
よ
り
新
し
い
本
文
を
持
つ
、
と
見
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

　

も
う
一
方
は
定
家
本
の
本
文
を
古
い
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
管
見
で
は

二
論
文
が
存
在
す
る
。

　

片
桐
・
真
下
の
論
が
後
撰
和
歌
集
写
本
の
本
文
を
比
較
検
討
し
て
い
る

の
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
二
論
文
は
他
作
品
本
文
と
後
撰
和
歌

集
本
文
と
の
比
較
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　

奥
村
恒
哉
「
平
安
朝
の
後
撰
集
」（
６
）で

は
「
定
家
本
が
最
も
古
く
、
承
保

本
、
堀
河
本
、
二
荒
山
本
、
と
平
安
時
代
の
流
布
後
撰
集
は
変
遷
し
て
ゐ

る
と
考
へ
て
よ
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
奥
村
は
ま
ず
後
撰
和
歌
集
1289
番

歌
・
1236
番
歌
・
1279
番
歌
の
諸
本
本
文
と
『
五
代
歌
枕
』（
承
保
三
1076
年
〜
天

治
二
年
1125
年
の
間
に
成
立
と
奥
村
は
い
う
）
の
歌
の
本
文
と
を
比
較
し
て

承
保
三
年
本
の
本
文
が
『
五
代
歌
枕
』
の
本
文
と
一
致
す
る
と
し
て
承
保

三
年
と
い
う
、
現
存
諸
本
の
中
で
こ
と
に
古
い
年
紀
を
持
つ
承
保
三
年
本

の
優
越
を
確
認
し
た
上
で
、
後
撰
和
歌
集
の
諸
本
の
歌
本
文
と
そ
れ
ら
四

十
六
首
の
引
歌
の
う
ち
問
題
と
な
る
十
箇
所
の
『
源
氏
物
語
』
本
文
と
を

比
較
し
て
「
源
氏
物
語
の
本
文
に
最
も
よ
く
一
致
す
る
の
は
定
家
本
で

あ
る
」
と
い
う
結
論
（
表
１
）
を
得
、「
承
保
本
は
…
承
保
時
代
の
後
撰

集
の
姿
を
示
す
も
の
と
し
て
、
誠
に
貴
重
」
と
し
「
承
保
本
と
定
家
本
と

の
差
が
他
の
別
本
系
諸
本
と
く
ら
べ
て
非
常
に
少
い
と
い
う
一
見
奇
異
に

見
え
る
事
実
も
、
以
上
の
考
察
の
如
く
、
定
家
本
の
粗
本
の
出
所
が
大
へ

ん
古
い
、
と
い
う
事
実
の
確
認
に
よ
っ
て
説
明
が
つ
く
」
と
す
る
。

　

杉
谷
寿
郎
「
諸
本
の
系
統
と
そ
の
対
立
の
誘
因
」（
７
）で

は
、「『
後
撰
集
』

以
後
数
十
年
を
経
ず
し
て
成
立
し
」
た
と
思
わ
れ
る
部
類
名
家
集
『
堤
中

納
言
集
』
か
ら
『
後
撰
集
』
関
係
歌
二
十
四
首
の
う
ち
「
そ
の
詞
書
に
よ
っ

て
『
後
撰
集
』
か
ら
採
歌
し
た
こ
と
ほ
ぼ
確
実
な
」
十
一
首
と
『
後
撰
集
』

の
四
系
統
（「
一
、
汎
清
輔
本
系
統
」「
二
、
古
本
系
統
」「
三
、
承
保
三

年
本
系
統
」「
四
、
定
家
本
系
」）
の
本
文
と
を
比
較
対
照
し
て
最
終
的
に

　

表
１

雲
州
本

◯

×

◯

×

◯

◯

◯

×

◯

◯

7/10

片
仮
名
本

◯

×

×

×

×

×

×

×

─

─

1/8

堀
河
本

◯

×

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

6/10

二
荒
山
本

×

×

×

×

×

×

◯

×

─

─

1/8

承
保
三
年
本

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

×

×

6/10

高
松
宮
本

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

8/10

後
撰
番
号

100

103

186

199

280

506

662

682

1107

1333

一致率

後
撰
集
巻

巻三

巻三

巻四

巻四

巻六

巻九

巻十

巻十

巻十五

巻十九

源
氏
巻
名

藤裏葉

紅梅

幻

紅葉賀

野分

幻

東屋

常夏

蓬生

総角

　
　
（
奥
村
の
表
を
後
撰
和
歌
集
の
歌
番
号
順
に
作
成
し
直
し
た
。

　
　
　

高
松
宮
本
と
は
天
福
本
の
こ
と
で
あ
る
）
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「『
後
撰
集
』
四
系
統
の
う
ち
承
保
本
、
定
家
本
の
二
系
統
が
『
堤
中
納
言

集
』
に
よ
り
親
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
な
か
で
も
承
保
本

系
統
が
実
質
的
に
よ
り
親
し
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
承
保
本
が
現
存
本
の

う
ち
『
堤
中
納
言
集
』
の
依
拠
本
に
最
も
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
古
い

本
文
を
よ
り
保
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
ろ
う
。
定
家

本
も
そ
の
淵
源
が
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
ろ
う
」
と
主

張
す
る
。

　

さ
て
、
こ
の
、
定
家
本
系
の
本
文
の
ほ
う
が
古
い
と
す
る
二
論
が
成
立

し
に
く
い
こ
と
を
、
か
つ
て
の
拙
論
を
用
い
る
こ
と
で
い
く
ら
か
述
べ
る

こ
と
が
で
き
そ
う
な
の
で
以
下
拙
論
に
つ
い
て
説
明
を
施
す
。

　

拙
論（
８
）で

は
承
保
三
年
本
が
巻
一
〜
巻
十
四
の
途
中
（
1053
番
歌
あ
た
り
）

ま
で
と
、
巻
十
四
の
途
中
（
1054
番
歌
あ
た
り
）
か
ら
巻
二
十
最
終
歌
ま
で

と
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
混
態
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
述
べ
た
。
理

由
と
し
て
は
、
各
巻
の
巻
頭
の
部
立
名
の
位
置
が
承
保
三
年
本
で
は
巻
十

五
ま
で
は
定
家
本
系
と
同
様
に
巻
数
題
と
は
別
行
に
立
て
ら
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
巻
十
六
以
降
は
巻
数
題
の
下
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と（
９
）、
杉
谷
の

異
文
の
対
照
表
を
百
分
率
に
し
て
み
る
と
天
福
本
と
の
本
文
一
致
率
は
巻

十
三
ま
で
は
お
よ
そ
七
割
か
ら
八
割
が
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
、
巻
十

四
で
は
七
割
を
少
し
下
回
り
、
巻
十
五
以
降
は
四
割
前
後
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
、
140
番
歌
の
二
荒
山
本
に
片
桐
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
作
者
名
表

記
が
無
く
て
詞
書
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
（
こ
れ
を
、
本
論
稿
者
は
「
作
者

名
が
未
分
化
で
あ
る
表
記
」
と
称
し
て
い
る
）
が
承
保
三
年
本
で
は
巻
十

五
以
降
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
。
天
福
本
で
は
「
な
り
ひ
ら
の
朝
臣
」
と

あ
る
の
が
承
保
三
年
本
で
は
「
業
平
」
と
名
の
み
に
な
る
場
合
が
巻
十
五

以
降
に
見
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
巻
一
か
ら

巻
十
四
の
途
中
ま
で
は
定
家
無
年
号
Ｂ
類
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
部
分
で

あ
り
、
巻
十
四
の
途
中
か
ら
巻
二
十
の
最
終
歌
ま
で
が
承
保
三
年
本
の
本

来
本
文
を
持
つ
部
分
で
あ
る
、
と
し
た
。

　

承
保
三
年
本
が
巻
十
四
の
途
中
の
前
後
で
分
け
ら
れ
る
混
態
本
で
あ
る

こ
と
は
「
は
べ
り
」
の
有
無
の
対
校
整
理
に
よ
っ
て
も
示
す
こ
と
が
で
き

る
（
（1
（

（
表
２
）。

　

以
上
に
基
づ
い
て
、
定
家
本
が
古
い
立
場
に
あ
る
奥
村
論
文
と
杉
谷
論

文
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　

奥
村
が
『
五
代
歌
枕
』
の
本
文
と
承
保
三
年
本
と
が
一
致
す
る
例
と
し

て
提
示
し
て
い
る
の
は
1290
番
歌
・
1237
番
歌
・
1280
番
歌
の
三
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
三
例
は
そ
れ
ぞ
れ
巻
十
八
・
巻
十
七
・
巻
十
八
で
あ
り
、
拙
論
に
お

い
て
承
保
三
年
本
が
本
来
的
本
文
を
持
つ
部
分
で
あ
る
、
こ
の
三
例
か
ら

は
承
保
三
年
本
の
本
来
本
文
部
分
が
古
い
本
文
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
定

家
本
が
古
い
こ
と
に
関
連
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
（1
（

。

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
引
歌
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
と
、
要
検
討
の
歌

は
九
首
と
な
っ
て
表
３
枠
外
下
の
数
字
に
な
り
、
二
荒
山
本
・
片
仮
名
本

が
引
歌
本
文
と
相
関
度
が
低
い
以
外
そ
の
他
の
本
に
有
意
差
が
あ
る
と
見

え
な
く
な
り
、
定
家
本
の
本
文
が
古
い
と
い
う
主
張
は
し
え
な
く
な
る
と

見
え
る
（
（1
（

。

　

杉
谷
論
文
で
比
較
に
用
い
て
い
る
十
一
例
中
七
例
が
承
保
三
年
本
が
本

来
の
承
保
三
年
本
の
本
文
を
持
つ
部
分
で
あ
る
（
表
４
）。
歌
集
全
歌
の

約
二
割
五
分
の
歌
数
中
に
承
保
三
年
本
の
本
来
本
文
の
箇
所
の
歌
が
六
割

強
含
ま
れ
て
い
る
。
杉
谷
も
言
う
よ
う
に
、
承
保
三
年
本
が
『
堤
中
納
言
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表
２

小
計

5
1
6
5
2
0
1
0
3
3
8
0
4
5
14
28
10
1
2
1
99

　
　天

2
1
4
3
2

1

3
2
4

4
3
10
18
6
1

1
65

堀
保

3

2
2

1
4

2
4
10
4

2

34

小
計

2
3
3
5
2
3
4
1
0
6
2
3
1
6
1
1
17
9
16
19
104

　

保

1
1
2
1

2

3
2
1

5
1
1
9
7
8
8
52

堀　天

1
2
1
4
2
1
4
1

3

2
1
1

8
2
8
11
52

小
計

6
0
8
12
3
3
5
1
6
22
29
16
21
20

2
1
4
0
0
1
160

堀

5

4
6
1
1
3

5
9
11
7
9
9
1

1

1
1
74

　

保
天

1

4
6
2
2
2
1
1
13
18
9
12
11
1
1
3

87

堀
保

天

14
7
11
14
4
7
10
2
14
11
16
25
15
18
21
33
31
20
13
22
308

巻一
巻二
巻三
巻四
巻五
巻六
巻七
巻八
巻九
巻十
巻十一
巻十二
巻十三
巻十四
巻十五
巻十六
巻十七
巻十八
巻十九
巻二十
計

　

左
端
列
「
堀
保
天
」
に
三
本
の
共
通
同
一
箇
所
に
「
は
べ
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
、

次
に
保
天
二
本
の
共
通
同
一
箇
所
に
「
は
べ
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
と 

堀
の
み
に

用
い
ら
れ
て
い
る
数
値
、そ
の
右
列
に
小
計
を
示
し
て
あ
る
。
こ
の
小
計
に「
保
天
」と「
堀
」

と
の
本
文
距
離
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
同
様
で
、「
堀
天
」
対
「
保
」、「
堀
保
」

対
「
天
」
で
あ
る
。

　

行
毎
の
小
計
最
大
値
を
太
字
に
す
る
と
、
巻
一
か
ら
巻
十
四
ま
で
は
承
保
三
年
本
と
天
福

本
が
、
巻
十
五
と
巻
十
六
で
は
堀
河
本
と
承
保
三
年
本
が
、
巻
十
七
か
ら
巻
二
十
ま
で
は
堀

河
本
と
天
福
本
が
近
い
こ
と
が
見
て
取
ら
れ
る
。

　

堀
河
本
を
比
較
の
対
象
と
し
た
の
は
、
堀
河
本
も
巻
一
～
巻
十
四
ま
で
（
堀
河
本
の
本
来

本
文
を
持
つ
）
と
、巻
十
五
～
巻
十
七
の
一
二
一
五
番
歌
ま
で
（
承
保
三
年
本
本
文
を
持
つ
）

と
、
巻
十
七
の
一
二
一
六
番
歌
～
巻
二
十
最
終
歌
ま
で
（
定
家
本
系
本
文
を
持
つ
）
と
、
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
混
態
本
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。（
杉
谷
寿
郎
「
古
本
系
統
堀
河
具
世
筆
本
」

『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』・
福
田
孝
「
堀
河
本
『
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」「
武
蔵
野

大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
」
第
二
号
、
平
二
七2015.3

）

表
３

坊
門
本

◯

×

◯

×

◯

◯

×

×

◯

◯

6/10

5/9

雲
州
本

◯

×

◯

×

◯

◯

◯

×

◯

◯

7/10

6/9

片
仮
名
本

◯

×

×

×

◯

×

×

×

─

─

2/8

2/8

堀
河
本

◯

×

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

7/10

6/9

二
荒
山
本

×

×

×

×

×

×

◯

×

─

─

1/8

1/8

承
保
三
年
本

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

×

◯

7/10

6/9

高
松
宮
本

◯

×

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

8/10

7/9

後
撰
番
号

100

103

186

199

280

506

662

682

1107

1333

（奥村が示している数字）

280・1334番歌を考慮
した数字（注12参照）

後
撰
集
巻

巻三

巻三

巻四

巻四

巻六

巻九

巻十

巻十

巻十五

巻十九

源
氏
巻
名

藤裏葉

紅梅

幻

紅葉賀

野分

幻

東屋

常夏

蓬生

総角

表
４

堤
中
納
言
集3

後
撰　

巻
三
春
下　
　

17

堤
中
納
言
集14

後
撰　

巻
三
春
下　
　

108

堤
中
納
言
集30

後
撰　

巻
五
秋
上　
　

248

堤
中
納
言
集62

後
撰　

巻
十
一
恋
三　

723

堤
中
納
言
集66

後
撰　

巻
十
四
恋
六　

1070

堤
中
納
言
集96

後
撰　

巻
十
五
雑
一　

1102

堤
中
納
言
集91

後
撰　

巻
十
五
雑
一　

1106
堤
中
納
言
集103

後
撰　

巻
十
五
雑
一　

1116
堤
中
納
言
集105

後
撰　

巻
十
八
雑
四　

1280

堤
中
納
言
集33

後
撰　

巻
十
八
雑
四　

1301

堤
中
納
言
集83

後
撰　

巻
二
十
哀
傷　

1424
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集
』
と
格
別
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
歌
は
巻
二
十
1424
番
歌
で
あ
り（
表
５
）、

ほ
か
に
も
巻
十
五
雑
一
1106
（
堤
中
納
言
集
91
）・
雑
十
五
雑
一
1116
（
堤
中

納
言
集
103
）
な
ど
に
承
保
三
年
本
と
堤
中
納
言
集
の
本
文
と
が
近
い
こ
と

が
見
て
と
ら
れ
る
。
定
家
本
が
古
い
と
い
う
杉
谷
の
主
張
も
奥
村
同
様
に

定
家
本
系
の
本
文
は
全
巻
が
承
保
三
年
本
の
本
文
と
近
し
い
こ
と
を
前
提

に
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
前
提
は
杉
谷
の
「
こ
の
定
家
本
の
『
堤
中

納
言
集
』
に
対
す
る
親
し
さ
は
、
定
家
本
の
展
開
の
中
に
お
け
る
一
様
相

と
し
て
み
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
承
保
本
の
影
響
下
に
あ
っ
て
始
め
て
近

似
し
た
ふ
し
の
あ
る
本
文
も
あ
る
。」と
い
っ
た
発
言
に
色
濃
く
見
ら
れ
る
。

結
局
は
杉
谷
の
主
張
の
う
ち
「
な
か
で
も
、
承
保
本
が
実
質
的
に
よ
り
親

し
い
と
い
え
る
。
こ
れ
は
承
保
本
が
現
存
本
の
う
ち
『
堤
中
納
言
集
』
の

依
拠
本
に
最
も
類
す
る
も
の
で
あ
っ
て
」
と
い
う
指
摘
（「
承
保
本
」
の

箇
所
を
「
承
保
本
の
本
来
本
文
部
分
」
と
し
た
う
え
で
）
を
諒
と
す
る
の

が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
（1
（

。

　

二
論
文
と
も
に
承
保
三
年
本
が
混
態
本
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
天

福
本
が
古
い
こ
と
を
強
く
証
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
片
桐
や
真
下
の
言

う
よ
う
に
、
非
定
家
本
の
ほ
う
が
定
家
本
よ
り
古
い
本
文
を
持
っ
て
い
る

ら
し
い
の
で
あ
る
。

表
５　
　
　
　
　
　
　
　

め
に
は
へ
り
け
る
か
ま
か
り
か
く
れ
て
の
と
し
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
は
す
の
つ
こ
も
り
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
こ
と
ら
い
ひ
は
へ
り
け
る
つ
い
て
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
き
ひ
と
の
と
せ
に
し
か
へ
る
と
し
な
ら
は
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
堤
中
納
言
集
83
）

後
撰
1424
番
歌
（
巻
二
十
哀
傷
）

承
安
三
年
本

　

女
に　
　
　
　
　

ま
か
り
を
く
れ
侍
け
る

　

し
は
す
の
つ
こ
も
り
の
日

　

ふ
る
さ
と　

い
ひ
侍
け
れ
は

　
　
　

兼
輔
朝
臣

無
人
の
と
も
に
し
か
へ
る
も
の
な
ら
は
く
れ
行
け
ふ
は
う
れ
し
か

ら
ま
し

堀
河
本

　

め
に　
　
　
　
　
　

ま
か
り
お
く
れ
て
侍
り
け
る

　

し
は
す
の
つ
こ
も
り
の
ひ

　

ふ
る
こ
と　

い
ひ
侍
け
る　
　
　

に

　
　
　

兼
輔
朝
臣

な
き
人
の
と
も
に
し
か
へ
る
と
し
な
ら
は
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ

し
か
ら
ま
し

承
保
三
年
本

　

女
に
は
へ
り
け
る
か
ま
か
り
か
く
れ
て
の　
　
　

　

し
は
す
の
つ
こ
も
り
の
日

　

ふ
る
き
こ
と　

い
ひ
は
へ
り
け
る
つ
い
て
に

　
　
　

兼
輔
朝
臣

な
き
人
の
と
も
に
し
か
へ
る
物
な
ら
は
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ
し

か
ら
ま
し

雲
州
本

　

め
に
侍
け
る
女
身
ま
か
り　
　

け
る
と
し
の

　

し
は
す
の
つ
ご
も
り
に
、

　

ふ
る
き
事
を
い
ひ
侍
け
る
と
き

　
　
　

兼
輔
朝
臣

な
き
人
の
と
も
に
し
か
へ
る
と
し
な
ら
ば
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ

し
か
ら
ま
し

伝
坊
門
局
本

　

め
の　
　
　
　
　

身
ま
か
り　
　
　

て
の
年
の

　

し
は
す
の
つ
こ
も
り
の
日

　

ふ
る
き
事
な
と
い
ひ
い
て
け
る
つ
い
て
に

　
　
　

兼
輔
朝
臣

な
き
人
の
と
も
に
し
か
へ
る
と
し
な
ら
は
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ

し
か
ら
ま
し

天
福
本

　

め
の　
　
　
　
　

み
ま
か
り　
　
　

て
の
と
し
の

　

し
は
す
の
つ
ご
も
り
の
日
、

　

ふ
る
こ
と　

い
ひ
侍
り
け
る　
　
　

に

　
　
　

兼
輔
朝
臣

な
き
人
の
と
も
に
し
帰
る
年
な
ら
ば
く
れ
ゆ
く
け
ふ
は
う
れ
し
か

ら
ま
し
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二

　

次
に
、
定
家
本
系
と
く
に
天
福
本
が
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
作
者
名
表
記
部
分
に
関
わ
っ
て
五
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

　

一
点
目
。
通
称
名
を
持
つ
女
性
作
者
名
の
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
（
表

６
）。
該
当
箇
所
は
十
一
箇
所
93
・
423
・
634
・
640
・
659
・
746
・
920
・
1032
・

1049
・
1068
・
1248
で
あ
る
。

　

定
家
本
系
の
Ａ
Ｂ
天
で
は
「
こ
わ
か
き
み
」
93
、「
右
近
」
423
、「
お
ほ

つ
ふ
ね
」
634
と
659
、「
中
将
更
衣
」
640
、
と
宮
仕
え
等
の
通
称
で
書
か
れ

る
の
が
通
例
で
あ
る
（「
兼
茂
朝
臣
の
む
す
め
」
920
の
み
「
父
名
＋
女
」

の
か
た
ち
で
書
か
れ
、
唯
一
の
例
外
で
あ
る
）。

　

対
し
て
、
非
定
家
本
系
で
は
堀
雲
「
惟
喬
親
王
女
子
」
93
、
堀
坊
「
右

近
少
将
季
縄
女
」
423
、
坊
「
在
原
棟
梁
女
」
634
・
二
片
堀
雲
「
む
ね
や
な

か
む
す
め
」
659
、
安
保
「
伊
衡
朝
臣
女
」
640
、
と
「
父
名
＋
む
す
め
」
の

か
た
ち
で
書
か
れ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
（
例
示
し
た
本
文
の
写
本
名
に

右
傍
線
を
付
し
た
）。
二
で
一
箇
所
、
片
で
一
箇
所
、
安
で
四
箇
所
、
堀

で
七
箇
所
、
雲
で
三
箇
所
、
坊
四
箇
所
、
保
で
四
箇
所
、
で
あ
る
。

　

定
家
本
系
は
宮
仕
え
等
の
通
称
で
揃
え
る
方
向
で
整
え
ら
れ
て
い
る

（
二
片
に
も
宮
仕
え
等
の
通
称
で
揃
え
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
巻
十

表
６　

宮
仕
へ
等
で
の
通
称
が
あ
る
女
性
の
作
者
名
の
場
合
、「
通
称
名
」
で
書
か
れ
る
か 「
父
親
名
＋
む
す
め
」
の
形
式
で
書
か
れ
る
か

歌
番
号

二

片

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
三

春
下93

こ
わ
か
き
み

小
若
君

こ
わ
か
き
み

惟
喬
親
王
子

惟
喬
親
王
女
子
こ
わ
か
き
み

小
大
君

小
わ
か
君

こ
わ
か
き
み

こ
わ
か
き
み

巻
七

秋
下423

左
近

左
近

右
近

右
近
衛
少
将
季

縄
女

右
近

右
近

右
近
少
将
季
綱

女

右
近

右
近

右
近

巻
十

恋
二634

（
お
ほ
つ
う
ふ
ね
）
お
ほ
つ
ふ
ね
お
ほ
へ
少
将

　

ナ
シ

（
お
ほ
つ
ふ
ね
）
お
ほ
つ
ふ
ね

在
原
棟
梁
女

お
ほ
つ
ふ
ね

お
ほ
つ
ふ
ね

お
ほ
つ
ふ
ね

640

中
将
の
み
や
す
ん

と
こ
ろ

中
将
御
息
所
伊
衡
朝
臣
女

少
将
御
息
所

中
将
更
衣

伊
衡
朝
臣
女

中
将
更
衣

中
将
更
衣

中
将
更
衣

中
将
更
衣

659

む
ね
や
な
か
む
す

め

棟
梁
娘

お
ほ
へ
少
将

在
原
棟
梁
女
子
在
原
棟
梁
女

お
ほ
つ
ふ
ね

お
ほ
つ
少
将

お
ほ
つ
ふ
ね

お
ほ
つ
ふ
ね

お
ほ
つ
ふ
ね

巻
十
一
恋
三746

　

│

　

│

　

─

在
原
季
方
女

右
近

右
近

右
近

右
近

右
近

右
近

920

　

│

　

│

か
ね
も
ち
の
朝
臣

女

兼
茂
朝
臣
女
子
兵
衛

か
ね
も
ち
の
朝
臣

む
す
め

兼
茂
朝
臣
女

か
ね
も
ち
の
朝
臣

の
む
す
め

か
ね
も
ち
の
朝
臣

の
む
す
め

兼
茂
朝
臣
の
む

す
め

巻
十
四
恋
六1032

　

│

　

│

兼
茂
朝
臣
女

兼
茂
朝
臣
女
子
兵
衛

兵
衛

兵
衛

兵
衛

兵
衛

兵
衛

1049

　

│

　

│

　

─

右
近
在
原
季
方

女

右
近

右
近

右
近

右
近

右
近

右
近

1068

　

│

　

│

　

─

右
近

右
近

季
方
娘
右
近

右
近

右
近

右
近

右
近

巻
十
七
雑
三1248

　

│

　

│

平
公
行
か
む
す
め
閑
院
大
君

か
も
の
君
の
娘
と
も
き
み
か
む
す

め

と
も
き
み
の
む

す
め

閑
院
の
お
ほ
い
き

み

閑
院
大
君

閑
院
大
君
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ま
で
し
か
現
存
せ
ず
用
例
数
が
少
な
い
の
で
確
か
に
は
言
え
な
い
）。

　

二
点
目
。
親
王
・
内
親
王
の
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
（
表
７
）。
該
当

箇
所
は
五
十
二
箇
所
で
あ
る
。

　

定
家
本
系
で
は
「
み
こ
」
の
表
記
に
揃
え
る
傾
向
が
あ
り
、「
親
王
」「
内

親
王
」
表
記
は
ご
く
少
数
で
あ
る
。
無
年
号
Ａ
類
本
で
は
「
親
王
」
の
表

記
は
一
例
も
な
い
。
無
年
号
Ｂ
類
本
で
は
「
高
津
内
親
王
」
1155
一
例
の
み
、

天
福
本
で
は
「
行
明
親
王
」
10
・「
紀
内
親
王
」
754
・「
高
津
内
親
王
」
1155

の
三
例
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
、
三
本
は
す
べ
て
「
み
こ
」
表
記
で

揃
っ
て
い
る
。

　

対
し
て
、
非
定
家
本
系
で
は
二
荒
山
本
が
前
半
十
九
例
中
一
例
が
「
か

つ
ら
の
み
や
」
529
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
「
み
こ
」
表
記
で
揃
う
。
片
仮

名
本
は
「
親
王
」
表
記
八
例
「
み
や
」
表
記
一
例
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
「
親

王
」
表
記
は
安
で
六
箇
所
・
堀
で
二
十
五
箇
所
・
雲
で
三
十
一
箇
所
・
坊

で
十
七
箇
所
・
保
で
十
一
箇
所
で
あ
り
、「
み
や
」
表
記
は
安
で
一
箇
所
、

堀
で
三
箇
所
、
雲
で
二
箇
所
、
坊
で
二
箇
所
、
保
で
四
箇
所
で
あ
る
。

　

定
家
本
系
で
は
「
み
こ
」
で
揃
え
る
方
向
で
整
え
ら
れ
て
い
る
と
見
え
、

二
荒
山
本
に
も
「
み
こ
」
で
揃
え
る
傾
向
が
あ
る
と
見
え
る
。

　

三
点
目
。
天
皇
歌
・
上
皇
歌
の
作
者
の
表
記
に
つ
い
て
も
傾
向
が
あ
る

（
表
８
）。

　

詞
書
に
大
き
く
関
わ
る
の
は
諸
本
「
院
御
返
し
」
6
・「
み
か
と
御
覧

表
７
「
み
こ
」
表
記
か 「
み
や
」
表
記
か 「
親
王
」
表
記
か
（「
」
付
は
詞
書
）

歌
番
号

二

片

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
一
春
上10

「
ふ
ん
み
つ
の
朝

臣
」ゆ
き
あ
き
ら

の
み
こ

「
の
ふ
み
つ
の
朝

臣
」行
明
親
王

「
あ
つ
み
の
み

こ
」行
明
親
王

「
敦
実
親
王
」行

明
親
王
母

「
式
部
卿
」行
明

親
王
母

「
式
部
卿
の
み

こ
」行
明
の
み
こ
「
式
部
卿
の
み

こ
」行
明
親
王

「
式
部
卿
の
み

こ
」ゆ
き
あ
き
ら

の
み
こ

「
式
部
卿
の
み

こ
」ゆ
き
あ
き
ら

の
み
こ

「
式
部
卿
の
み

こ
」行
明
親
王

38

朱
雀
院
の
兵
部

卿
の
み
こ

兵
部
卿
親
王

朱
雀
院
の
兵
部

卿
の
み
こ

（
脱
）

朱
雀
院
兵
部
卿

親
王

朱
雀
院
兵
部
卿

御
子

朱
雀
院
兵
部
卿

の
御
子

朱
雀
院
兵
部
卿

の
み
こ

朱
雀
院
兵
部
卿

の
み
こ

朱
雀
院
の
兵
部

卿
の
み
こ

巻
三
春
下102

「
も
と
よ
し
の
み

こ
」も
と
よ
し
の

み
こ

「
も
と
よ
し
の
み

こ
」元
良
親
王

「
元
良
親
王
」も

と
よ
し
の
み
こ
「
元
良
親
王
」元

良
親
王

「
元
良
親
王
」元

良
み
こ

「
も
と
良
の
み

こ
」元
良
親
王

「
も
と
よ
し
の
み

こ
」も
と
よ
し
の

み
こ

「
元
良
の
み
こ
」

元
良
の
み
こ

「
も
と
よ
し
の
み

こ
」元
良
の
み
こ

「
元
良
の
み
こ
」

も
と
よ
し
の
み

こ

巻
五
秋
上217

「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
い
へ
の
哥

合
の
う
た
」

「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
家
の
哥
合

の
歌
」

「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
家
の
哥
合

に
」

「
是
貞
親
王
家
哥

合
」

「
惟
喬
親
王
家
哥

合
の
哥
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
哥
合
に
」

「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
家
の
哥
合

に
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
の
哥
合
に
」
「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
家
の
哥
合

に
」

「
こ
れ
さ
た
の
み

こ
の
家
の
歌
合

に
」

巻
六
秋
中323

「
ナ
シ
」

「
ナ
シ
」

「
ナ
シ
」

「
ナ
シ
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
の
哥
合
に
」
「
是
貞
み
こ
の
家

の
哥
合
に
」

「
是
貞
の
親
王
家

哥
合
哥
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
哥
合
に
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
哥
合
に
」

「
是
貞
の
み
こ
の

家
の
歌
合
に
」

巻
八
冬

470

「
入
道
式
部
卿
の

み
こ
」

「
前
斎
宮
」

「
入
道
式
部
卿
の

み
こ
」

「
入
道
式
部
卿
の

み
こ
」

「
敦
実
親
王
」

「
斎
宮
の
み
こ
」

「
式
部
卿
あ
つ
み

の
み
こ
」

「
前
斎
宮
の
み

こ
」

「
式
部
卿
の
み

こ
」

「
前
さ
い
宮
」

「
式
部
卿
あ
つ
み

の
み
こ
」

「
さ
い
く
の
み

こ
」

「
式
部
卿　

の
み

こ
」

「
前
斎
宮
の
み

こ
」

「
式
部
卿　

の
み

こ
」

「
前
斎
宮
の
み

こ
」

「
式
部
卿
あ
つ
み

の
み
こ
」

「
前
斎
宮
の
み

こ
」



―  11  ―

研究所紀要 7号　福田　三校

巻
九
恋
一510

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
親
王

元
良
の
み
こ

元
良
親
王

元
良
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
の
み
こ

元
良
の
み
こ

元
良
の
み
こ

元
良
の
み
こ

529

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」か
つ
ら
の
み

や

「
敦
慶
親
王
」か

つ
ら
の
宮

　

─

「
敦
慶
親
王
」か

つ
ら
の
み
こ

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」か
つ
ら
の
み

こ

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」か
つ
ら
の
み

こ

「
敦
良
の
み
こ
」

か
つ
ら
の
み
こ

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」か
つ
ら
の
み

こ

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」か
つ
ら
の
み

こ

「
あ
つ
よ
し
の
み

こ
」桂
の
み
こ

548

あ
つ
よ
し
の
み

こ

敦
慶
御
子

あ
つ
よ
し
の
み

こ

敦
慶
親
王

敦
良
親
王

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

550
こ
れ
た
か
の
み

こ

惟
喬
親
王

惟
喬
親
王

是
忠
親
王

是
忠
親
王

こ
れ
た
ゝ
の
み

こ

惟
喬
の
み
こ

こ
れ
た
ゝ
の
み

こ

こ
れ
た
ゝ
の
み

こ

こ
れ
た
ゝ
の
み

こ

巻
十
恋
二629

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
御
子

　

─

元
良
親
王

元
良
親
王

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み

こ

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
の
み
こ

633

閑
院
さ
む
の
み

こ

閑
院
の
三
の
み

こ

貞
元
の
み
こ

貞
元
親
王

閑
院
三
親
王

貞
元
親
王

貞
元
親
王

閑
院
三
の
み
こ

閑
院
三
の
み
こ

貞
元
の
み
こ

653

「
な
か
あ
き
ら
の

み
こ
の
は
ゝ
」
「
な
か
あ
き
ら
の

み
こ
の
は
ゝ
」
「
な
か
あ
き
ら
の

み
こ
の
母
」

「
長
明
親
王
の
」
「
長
明
親
王
母
」
「
長
明
の
み
こ
の

は
ゝ
」

「
な
か
あ
き
ら
の

み
こ
の
は
ゝ
」
「
長
明
の
み
こ
の

は
ゝ
」

「
長
明
の
み
こ
の

は
ゝ
」

「
長
明
の
み
こ
の

母
」

679

も
と
よ
し
の
み

こ

元
良
親
王

　

─

元
良
親
王

元
良
親
王

元
良
の
み
こ

元
良
親
王

元
良
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み

こ

も
と
よ
し
の
み

こ

680

あ
つ
よ
し
の
み

こ

敦
慶
親
王

（680
脱
）

敦
慶
親
王

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

敦
慶
親
王

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

あ
つ
よ
し
の
み

こ

歌
番
号

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
十
一
恋
三754

　

─

「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」「
女
四
の
み
こ
に
…
」

769

三
の
み
こ

き
の
み
こ

三
御
子

三
の
み
こ

三
の
み
こ

三
の
み
こ

三
の
み
こ

紀
内
親
王

776

　

─

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

「
つ
り
と
の
ゝ
み
こ

に
…
」

783

元
平
の
み
こ
の
む
す

め

も
と
ひ
ら
の
親
王
女
元
平
親
王
女

元
平
の
み
こ
の
女

も
と
ひ
ら
の
み
こ
の

む
す
め

元
平
の
み
こ
の
む
す

め

も
と
ひ
ら
の
み
こ
の

女

元
平
の
み
こ
の
む
す

め

788

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
家
に
…
」

「
敦
慶
親
王
の
家
の

…
」

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
家
に
…
」

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
家
に
…
」

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
も
と
に
…
」

「
敦
慶
の
み
こ
の
家

に
…
」

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
家
に
…
」

「
あ
つ
よ
し
の
み
こ

の
家
に
…
」

巻
十
二
恋
四880
881

「
女
四
み
こ
に
」

み
こ

「
女
五
宮
に
」

み
こ

「
女
五
宮
に
」

女
五
み
こ

「
女
四
の
み
こ
に
」

女
五
み
こ

「
女
五
の
み
こ
に
」

女
五
の
み
こ

「
女
五
の
み
こ
に
」

女
五
の
み
こ

「
女
五
の
み
こ
に
」

女
五
の
み
こ

「
女
五
の
み
こ
に
」

女
五
の
み
こ

巻
十
三
恋
五901

貞
数
親
王

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」貞
数
親
王

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」貞
数
親
王

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」貞
数
親
王

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」さ
た
か
す
の
み

こ

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」さ
た
か
す
の
み

こ

「
か
つ
ら
の
み
こ
に

…
」貞
数
の
み
こ

「
桂
の
み
こ
に
…
」

さ
た
か
す
の
み
こ
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931

閑
院
親
王

閑
院
親
王

閑
院
三
親
王

閑
院
親
王

閑
院
三
親
王

閑
院
三
の
み
こ

さ
た
も
と
の
み
こ

さ
だ
も
と
の
み
こ

960

元
良
親
王

（980

脱
）

も
と
よ
し
の
親
王

元
良
親
王

も
よ
よ
し
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み
こ

巻
十
四
恋
六1027

「
女
一
宮
に
」敦
良
親

王

「
亭
子
院
女
三
の
み

や
に
」敦
慶
親
王

「
亭
子
女
一
親
王
に
」

敦
良
親
王

「
亭
子
院
の
女
三
の

み
こ
に
」あ
つ
よ
し

の
み
こ

「
亭
子
院
女
三
の
み

こ
に
」敦
慶
親
王

「
女
三
の
み
こ
に
」あ

つ
よ
し
の
み
こ

「
女
三
の
み
こ
に
」あ

つ
よ
し
の
み
こ

「
女
三
の
み
こ
に
」あ

つ
よ
し
の
み
こ

1035
か
の
院
の
女
五
の
み

こ

宇
多
院
女
五
親
王

宇
多
院
女
子
親
王

宇
多
院
の
女
五
み
こ
宇
多
院
女
五
の
み
こ
宇
多
院
の
女
五
み
こ
宇
多
院
の
女
五
の
み

こ

女
五
の
み
こ

1054

　

─

「
元
良
親
王
に
…
」南

院
式
部
卿
親
王
女
子
「
元
良
親
王
に
…
」若

宮

「
と
も
な
か
の
み
こ

に
…
」南
院
式
部
卿

宮
娘
元
良
親
王
妻

「
も
と
な
か
の
み
こ

の
…
」南
院
式
部
卿

親
王
女

「
元
長
の
み
こ
に
…
」

南
院
式
部
卿
み
こ
の

女

「
も
と
な
か
の
み
こ

に
…
」南
院
式
部
卿

の
み
こ
の
女

「
元
長
の
み
こ
に
…
」

南
院
式
部
卿
の
み
こ

の
む
す
め

巻
十
五
雑
一1104

　

─

「
元
長
の
み
こ
の
…
」

「
も
と
な
か
の
み
こ

に
…
」

「
も
と
な
か
の
親
王

の
…
」

「
も
と
な
か
の
親
王

に
…
」

「
元
長
の
み
こ
の
…
」

「
も
と
な
か
の
み
こ

に
…
」

「
元
長
親
王
の
…
」

「
も
と
な
か
の
親
王

に
…
」

「
元
長
の
み
こ
の
…
」

「
常
明
の
み
こ
に
…
」「
元
長
の
み
こ
の
…
」

「
元
長
の
み
こ
に
…
」 「

元
長
の
み
こ
の
…
」

「
も
と
な
か
の
み
こ

に
…
」

1110

　

─

斎
宮
み
こ

斉
院
内
親
王

斎
宮
み
こ

斎
宮
の
み
こ

斎
宮
の
み
こ

斎
宮
の
み
こ

斎
宮
の
み
こ

1119

　

─

敦
実
親
王

敦
実
親
王

敦
実
親
王

入
道
式
部
卿
敦
実
親

王

あ
つ
み
の
み
こ

あ
つ
み
の
み
こ

あ
つ
み
の
み
こ

巻
十
六
雑
二1143

　

─

元
良
親
王

　

ナ
シ

元
良
親
王

元
良
親
王

元
良
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み
こ

も
と
よ
し
の
み
こ

1155

　

─

高
津
内
親
王

高
津
内
親
王

高
津
内
親
王

高
津
内
親
王

た
か
つ
の
み
こ

高
津
内
親
王

高
津
内
親
王

巻
十
七
雑
三1226

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
親
王
の
…
」
「
こ
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

「
故
女
四
の
み
こ
の

…
」

1229
1230

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
の
み
こ

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
の
み
こ

「
行
明
親
王
の
…
」

行
明
親
王

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
親
王

「
行
明
の
御
子
の
…
」

行
明
親
王

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
の
み
こ

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
の
み
こ

「
ゆ
き
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

行
明
の
み
こ

巻
二
十
賀

1368

「
女
八
の
み
こ
」

「
元
良
の
み
こ
の
…
」 「
女
八
御
子
」

「
と
も
よ
し
の
み
こ

の
…
」

「
女
八
親
王
」

「
元
良
親
王
の
…
」
「
女
八
の
み
こ
」

「
元
良
親
王
の
…
」
「
女
一
内
親
王
」

「
も
と
よ
し
の
み
こ

の
…
」

「
女
八
の
み
こ
」

「
も
と
よ
し
の
み
こ

の
…
」

「
女
八
の
み
こ
」

「
も
と
よ
し
の
み
こ

の
…
」

「
女
八
の
み
こ
」

「
元
良
の
み
こ
の
…
」

1371

「
の
り
あ
き
ら
の
み

こ
…
」

「
の
り
あ
き
ら
の
み

こ
…
」

「
の
り
あ
き
ら
の
み

こ
の
…
」

「
章
明
親
王
の
…
」
「
の
り
あ
き
ら
の
親

王
の
…
」

「
の
り
あ
き
ら
の
み

こ
…
」

「
式
明
の
み
こ
…
」
「
の
り
あ
き
ら
の
み

こ
…
」

1378

　

─

「
一
の
宮
と
…
」

「
一
の
宮
と
…
」

「
そ
ち
の
宮
と
…
」
「
一
宮
と
…
」

「
帥
の
み
こ
と
…
」
「
帥
の
み
こ
と
…
」
「
帥
の
み
こ
と
…
」

1384

　

─

「
み
こ
の
い
ゑ
の
…
」

女
四
の
み
こ
の
…
」
「
ナ
シ
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
宮
の
家
の
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
宮
の
家
の
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
み
こ
の
い
へ
の
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
み
こ
の
家
の
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
み
こ
の
家
の
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」

1392

　

─

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
親
王
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
親
王
の
…
」
「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」

1394

　

─

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
親
王
の
…
」
「
女
四
の
宮
の
…
」
「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」

1405

「
女
四
の
み
こ
…
」
「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
親
王
…
」

「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」「
女
四
の
み
こ
の
…
」
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し
て
御
返
し
」
1323
の
み
で
あ
る
（
6
堀
の
み
作
者
「
院
」、
1323
保
の
み
詞

書
な
く
作
者
「
亭
子
院
」）。

　

作
者
名
表
記
部
分
に
は
十
箇
所
278
・
279
・
302
・
641
・
653
・
776
・
1237
・

1364
・
1379
・
1381
が
あ
り
、
そ
の
す
べ
て
で
天
福
本
で
「
御
製
」
が
記
さ
れ
て

い
る
（
無
年
号
Ａ
類
本
は
1364
「
亭
子
院
御
哥
」、
Ｂ
類
本
は
641
詞
書
「
御

返
し
」
で
作
者
名
無
表
記
、
そ
れ
ぞ
れ
例
外
一
例
、
あ
と
は
天
福
本
同
様

「
御
製
」
で
揃
う
）。

　

対
し
て
、
非
定
家
本
系
で
は
二
片
堀
で
「
法
皇
」
279
、
堀
保
で
「
陽
成

院
」
776
、
雲
保
で
詞
書
「
御
か
へ
し
」
で
作
者
無
表
記
1381
、
と
な
っ
て
い

て
必
ず
し
も
「
御
製
」
で
整
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
箇
所
数
で

い
う
と
、「
御
製
」
表
記
は
二
で
一
箇
所
、
片
で
三
箇
所
、
安
で
四
箇
所
、

堀
で
五
箇
所
、
雲
で
六
箇
所
、
坊
で
七
箇
所
、
保
で
七
箇
所
、
な
の
で
あ

る
。

　

定
家
本
系
は
「
御
製
」
の
表
記
に
揃
え
る
方
向
で
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　

四
点
目
。
五
点
目
と
同
じ
く
片
桐
に
指
摘
が
あ
る
こ
と
だ
が
、
作
者
名

表
記
に
お
け
る
男
性
貴
族
の
官
職
名
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
（
表
９
）。

表
８ 

天
皇
歌
・
上
皇
歌
に
つ
い
て
の
記
載
の
仕
方
（「
」
付
は
詞
書
）

歌
番
号

二

片

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
一

春
上6

「
院
の
お
ほ
ん

か
へ
し
」

「
院
御
返
」

「
院
御
返
」

「
御
返
事
」院

「
院
御
返
事
」
「
院
御
返
し
」
「
院
の
御
返
し
」
「
院
の
御
返
し
」
「
院
の
御
返
し
」
「
院
御
返
し
」

巻
六

秋
中278

「
御
返
し
」

「
返
し
」御
製

「
御
返
し
」延
喜
御

製

「
ナ
シ
」ナ
シ

「
御
か
へ
し
」
「
御
か
へ
し
」延

喜
御
製

「
御
返
し
」

「
御
返
し
」延
喜
御

製

「
御
返
し
」延
喜
御

製

「
御
返
し
」延
喜

御
製

279

法
皇

法
皇

　

─

法
皇

院
御
製

法
皇
御
製

院
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

302

天
智
天
皇
御
製
天
智
天
皇
御
製
天
智
天
皇
御
製

天
智
天
皇
御
製
あ
め
の
み
か
ど
天
智
天
皇
御
製
あ
め
の
御
か
と
の

御
製

あ
め
の
み
か
と
の

御
製

あ
め
の
み
か
と
の

御
製

天
智
天
皇
御
製

巻
十

恋
二641

（641

脱
）

（641

脱
）

「
御
か
へ
し
」延
喜

御
製

（641
脱
）

「
御
か
へ
し
」延

喜
御
製

「
御
か
へ
し
」ナ

シ

（641

脱
）

「
御
返
し
」延
喜
御

製

「
御
返
し
」ナ
シ

「
御
返
し
」延
喜

御
製

653

　

ナ
シ

醍
醐
御
製

延
喜
御
製

　

ナ
シ

延
喜
御
製

醍
醐
御
製

　

ナ
シ

延
喜
御
製

延
喜
御
製

延
喜
御
製

巻
十
一
恋
三776

　

│

　

│

　

─

陽
成
院

陽
成
院
御
製

陽
成
院
の
み
か

と

陽
成
院
御
製

陽
成
院
御
製

陽
成
院
御
製

陽
成
院
御
製

巻
十
七
雑
三1237

　

│

　

│

　

─

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

法
皇
御
製

巻
十
九
離
別1323

　

│

　

│

　

─

「
み
か
と
御
覧

じ
て
御
返
し
」
「
御
門
こ
れ
を

御
覧
じ
て
御
返

事
」

亭
子
院

「
み
か
と
御
覧
じ

て
御
返
し
」

「
み
か
と
御
覧
じ

て
御
返
し
」

「
み
か
と
御
ら
ん

し
て
御
返
し
」

「
み
か
と
御
覧

し
て
御
返
し
」

羇
旅1364

　

│

　

│

亭
子
院
御
哥

亭
子
院
御
製

法
皇
御
製

亭
子
院
御
製

亭
子
院
御
製

亭
子
院
御
哥

亭
子
院
御
製

亭
子
院
御
製

巻
二
十
慶
賀1379

　

│

　

│

　

─

「
御
返
し
」今
上

御
製

「
御
返
事
」ナ
シ
「
御
返
し
」今
上

御
製

「
御
返
し
」今
上
御

製

「
御
返
し
」今
上
御

製

「
御
返
し
」今
上
御

製

「
御
返
し
」今
上

御
製

1381

　

│

　

│

　

─

「
御
返
し
」御
製
「
御
か
へ
し
」ナ

シ

「
御
か
へ
し
」ナ

シ

「
御
返
し
」御
製

「
御
返
し
」御
製

「
御
返
し
」御
製

「
御
返
し
」御
製
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該
当
箇
所
は
二
十
箇
所
あ
る
。

　

定
家
本
系
に
つ
い
て
は
、
天
福
本
で
も
詞
書
内
に
、「
大
納
言
国
経
朝

臣
の
家
に
」
710
・「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」
715
、「
左
兵
衛
督
師
尹
朝
臣
に
」
738
、

「
大
弐
藤
原
お
き
の
り
の
朝
臣
」
1219
と
、「
大
納
言
」「
少
将
」「
左
兵
衛

督
」「
大
弐
」
と
い
っ
た
官
職
名
が
見
ら
れ
は
す
る
（
こ
れ
は
当
該
箇
所

を
持
つ
本
す
べ
て
で
同
様
で
あ
る
）。
だ
が
、
作
者
名
表
記
部
分
に
関
し

て
は
、
無
年
号
Ａ
類
本
・
Ｂ
類
本
で
Ａ
Ｂ
「
左
兵
衛
督
師
尹
朝
臣
」
67
、

Ａ
Ｂ
「
大
納
言
伊
望
女
」
425
、
Ａ
Ｂ
「
権
中
納
言
時
望
」
615
、
Ｂ
「
中
納

言
兼
輔
」
1390
、
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
福
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
藤
原
師

尹
朝
臣
」「
平
伊
望
朝
臣
女
」「
平
時
望
朝
臣
」「
兼
輔
朝
臣
」
と
な
っ
て

い
て
、
官
職
名
の
表
記
は
一
例
も
な
い
。

　

非
定
家
本
系
で
は
、
官
職
名
表
記
が
見
ら
れ
る
箇
所
は
片
で
一
箇
所
、

安
で
四
箇
所
、
堀
で
八
箇
所
、
雲
で
三
箇
所
、
坊
で
十
六
箇
所
、
保
で
四

箇
所
、
で
あ
る
。
伝
坊
門
局
本
に
多
く
、
二
荒
山
本
に
は
一
例
も
な
い
。

　

定
家
本
系
と
く
に
天
福
本
は
作
者
名
表
記
部
分
に
お
い
て
官
職
名
は
記

さ
な
い
方
向
で
整
え
ら
れ
て
い
る
と
見
え
る
。

表
９　

官
職
の
記
載
が
あ
る
も
の
（「
」
付
は
詞
書
）

歌
番
号

二

片

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
一

春
上17

中
納
言
兼
輔

中
納
言
兼
輔

中
納
言
兼
輔
朝
臣
中
納
言
藤
原
兼
輔

38(39)

中
納
言
紀
長
谷

雄

中
納
言
紀
長
谷
雄

中
納
言
長
谷
雄

巻
二

春
中67

左
兵
衛
督

師
尹
朝
臣

左
兵
衛
督
師
尹
朝

臣

左
兵
衛
督
師
尹
朝

臣

左
兵
衛
督
師
尹
朝

臣

巻
三

春
下106

中
納
言
敦
忠
卿

巻
四

夏

196

右
衛
門
督
師
尹
朝

臣

巻
七

秋
下423

右
近
衛
少
将
季
縄

女

右
近
少
将
季
縄
女

425

大
納
言
平
伊
望

女

（
大
納
言
こ
れ
と
き

の
む
す
め
）

大
納
言
平
伊
望

女

大
納
言
伊
望
か
む

す
め

大
納
言
平
伊
望
女

大
納
言
伊
望
か
む

す
め

大
納
言
伊
望
女

巻
八

冬

480
「
右
兵
衛
も
ろ
う

ち
の
朝
臣
の
」

「
右
兵
衛
督
も
ろ
う

ち
の
朝
臣
」

巻
十

恋
二615

権
中
納
言
時
望

権
中
納
言
時
望

巻
十
一
恋
三710

　

│
　

│

「
大
納
言
国
経
朝

臣
の
家
に
」

「
大
納
言
国
経
朝
臣

家
に
」

「
大
納
言
国
経
卿

家
に
」

「
大
納
言
国
経
朝

臣
家
に
」

「
大
納
言
く
に
つ
ね

の
卿
家
に
」

「
大
納
言
く
に
つ
ね

の
朝
臣
の
い
ゑ
に
」「
大
納
言
国
経
朝
臣

の
家
に
」

「
大
納
言
国
経
朝

臣
の
家
に
」

715

　

│
　

│

「
少
将
真
忠
と
い

ひ
け
る
人
」

「
少
将
さ
ね
た
ゝ
侍

け
る
人
」

「
少
将
に
侍
け
る

人
の
」

「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」
「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」
「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」
「
少
将
さ
ね
た
ゝ
」

738

　

│
　

│

　

─

「
左
兵
衛
佐
師
尹

に
」

「
左
兵
衛
督
師
尹

に
」

「
左
兵
衛
督
師
尹

に
」

「
左
兵
衛
督
も
ろ
ま

さ
の
朝
臣
に
」

「
左
兵
衛
督
も
ろ
ま

さ
の
朝
臣
に
」

「
左
兵
衛
督
師
尹
朝

臣
に
」

「
左
兵
衛
督
師
尹

朝
臣
に
」
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五
点
目
。
作
者
名
表
記
部
分
の
「
朝
臣
」「
卿
」
の
表
記
に
つ
い
て
も

傾
向
が
あ
る
（
表
10
）。
片
桐
は
三
位
の
人
に
は
非
定
家
本
に
お
い
て
は

「
卿
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、定
家
本
系
で
は
「
朝
臣
」

で
統
一
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

諸
本
で
「
卿
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、
師
尹
（
67
堀
雲
）、
敦

忠
（
106
坊
・
506
坊
・
961
雲
・
1205
堀
保
・
1206
堀
保
）、
兼
輔
（
126
坊
・
129
坊
・

472
二
坊
・
474
二
坊
・
625
雲
坊
・
945
雲
・
1106
雲
・
1186
坊
）、
時
望
（
615
雲
）、

国
経
（
710
雲
坊
）、
高
明
（
954
雲
坊
保
）・
公
頼
（
962
安
雲
保
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

定
家
本
系
の
Ａ
Ｂ
天
の
三
本
と
、
片
仮
名
本
に
「
卿
」
表
記
は
見
出
せ

な
い
。

　
「
卿
」
は
す
べ
て
大
納
言
か
中
納
言
の
官
を
持
つ
人
物
す
な
わ
ち
「
公

卿
」
の
「
卿
」
に
当
た
る
人
物
に
用
い
ら
れ
、「
朝
臣
」
は
四
位
五
位
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、
非
定
家
本
系
で
の
「
卿
」
の
使
用
に
は
「
朝
臣
」
へ

の
有
意
差
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　

対
し
て
片
と
定
家
本
系
の
Ａ
Ｂ
天
で
は
官
に
無
関
係
に
す
べ
て「
朝
臣
」

で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

五
点
目
の
「
卿
」
の
使
用
と
、二
点
目
の
「
親
王
」「
内
親
王
」
の
使
用
、

781

　

│
　

│

　

─

し
け
も
と
の
少
将

巻
十
四
恋
六1070

　

│
　

│

兼
輔
中
納
言

中
納
言
兼
輔

巻
十
五
雑
一1075

　

│
　

│

中
納
言
在
原
行
平

朝
臣

1102

　

│
　

│

　

─

中
将
兼
輔
朝
臣

中
将
兼
輔
朝
臣

1112

　

│
　

│

　

─

　

ナ
シ

中
納
言
源
庶
明

中
納
言
庶
明

1119
　

│
　

│

　

─

入
道
式
部
卿
敦
実

親
王

1124
　

│
　

│

　

─

参
議
小
野
好
古

巻
十
六
雑
二1145

　

│
　

│

右
近
少
将
敦
敏

巻
十
七
雑
三1219

　

│
　

│

「
大
弐
藤
原
お
き

の
り
の
朝
臣
」
「
大
弐
藤
原
の
お
き

の
り
の
朝
臣
の
」
「
大
弐
藤
原
の
を

き
の
り
の
朝
臣
」「
大
弐
興
範
朝
臣
」「
大
弐
藤
原
お
き
の

り
の
朝
臣
」

「
大
弐
藤
原
お
き
の

り
の
朝
臣
」

「
大
弐
藤
原
お
き
の

り
の
朝
臣
」

「
大
弐
藤
原
お
き

の
り
の
朝
臣
の
」

巻
十
九
離
別1332

　

│
　

│

　

─

参
議
好
古
朝
臣

参
議
小
野
好
古
朝

臣

巻
二
十
慶
賀1370

　

│
　

│

少
将

少
将

1368

　

│
　

│

　

─

参
議
伊
衡
朝
臣

参
議
藤
原
伊
衡
朝

臣

1386

　

│
　

│

　

─

「
あ
つ
と
し
の
少

将
」

「
敦
敏
少
将
の
」
「
敦
敏
少
将
」

「
あ
つ
と
し
の
少

将
」

1390

　

│
　

│

　

─

中
納
言
兼
輔

権
中
納
言
兼
輔
朝

臣

中
納
言
兼
輔
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表
10　
「
朝
臣
」・「
卿
」・
表
記
ナ
シ

二
片
安
堀
雲
保
坊
Ａ
Ｂ
天

巻
一17

兼
輔

◯
◯
◯

◯
◯

◯
◯
◯

39

長
谷
雄

◯

◯
◯

◯
◯
◯

巻
二47
扶
幹

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

48
伊
衡

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

67

師
尹

◯
◯
◯
△
△
◯
◯
◯
◯
◯

巻
三106

敦
忠

◯
◯
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

126

兼
輔

│
◯
◯
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

129

兼
輔

│
◯
◯
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

巻
四169

高
経

◯
◯
◯
◯
◯

巻
五229

兼
三

◯
◯
◯
◯

262

元
善

◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

267

道
風

◯

◯
◯
◯
◯
◯
※

巻
七367

兼
輔

◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

379

宗
干

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

425

伊
望

◯

◯

◯
※

巻
八454

忠
房

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯

472

兼
輔

△
◯
◯
◯
│
◯
△
◯
◯
◯

474

兼
輔

△
◯
◯
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

479

兼
茂

◯

※

506

敦
忠

◯
◯
◯
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

巻
九595

信
明

─

◯

巻
十601

忠
房

◯
◯
─

◯
◯
◯
◯
◯
◯

606

忠
房

◯
◯
─

◯
◯
◯
◯
◯
◯

615

時
望

◯
◯
◯
◯
△
◯
◯

◯

625

兼
輔

◯
◯
─
◯
△
◯
△
◯
◯
◯

642

俊
蔭

◯

※

651

重
光

◯

※

656

実
利

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

668

信
明

◯

677

有
文

◯
─
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

697

師
明

│
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

ナ
シ
小
計
15
11
8
15
6
6
10
７
７
6

「
卿
」小
計
2
0
0
1
3
0
7
０
０
0

「
朝
臣
」小
計
12
19
18
15
21
25
14
24
24
25

安
堀
雲
保
坊
Ａ
Ｂ
天

巻
十
五1106

兼
輔

─
◯
△
◯
◯
◯
◯
◯

1112

庶
明

─
◯
◯

◯
◯
◯

1123

公
忠

─

◯

◯
◯
◯
◯

1124

好
古

─
◯
◯
◯

◯
◯
◯

巻
十
六1125

業
平

─

◯

◯
◯
◯
◯

1148

輔
元

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

1149

輔
元

◯

◯
◯
◯

1186

兼
輔

─
◯
◯
◯
△
◯
◯
◯

巻
十
七1205

敦
忠

◯
△
◯
△
◯
◯
◯
◯

1206

敦
忠

◯
△
◯
△
◯
◯
◯
◯

1231

業
平

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯

1236

昇

─
◯
◯

◯
◯
◯
◯

1244

業
平

─
◯
◯

◯
◯
◯
◯

巻
十
八1253

善

◯
◯

◯
◯
◯
◯

1284

等

◯
◯
◯
※

巻
十
九1316

公
忠

─
◯

◯
◯
◯
◯
※

1325

宗
干

─
◯
◯
◯

◯
◯
◯
※

1333

済

─

◯

巻
二
十1416

清
正

◯

※

ナ
シ
小
計
３
６
５
11
７
２
２
２

「
卿
」小
計
０
２
１
２
１
０
０
０

「
朝
臣
」小
計
５
11
13
６
11
17
17
17

安
堀
雲
保
坊
Ａ
Ｂ
天

巻
十
一710

国
経

◯
◯
△
◯
△
◯
◯
◯

732

好
古

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

734

遠
興

◯

◯

※

738

師
尹

│

◯
◯
◯
◯
◯

761

伊
衡

│
◯

◯
◯

◯
◯
※

783

兼
通

│
◯

◯
◯
◯
◯
◯

巻
十
二842

是
茂

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
※

876

朝
忠

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

879

道
風

◯

◯

880

忠
房

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

巻
十
三899

兼
輔

◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯

916

英
明

◯

◯
◯
◯
◯
◯
※

945

兼
輔

◯
◯
△
◯

◯
◯
◯

954

高
明

◯
◯
△
△
△
◯
◯
◯
※

961

敦
忠

◯
◯
△
◯
◯
◯
◯
◯

962

公
頼

△
◯
△
△

◯
◯
◯

巻
十
四1069

正
明

◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
※

1070

兼
輔

◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯

ナ
シ
小
計
2
4
9
3
6
2
2
1

「
卿
」小
計
１
0
5
2
2
0
０
０

「
朝
臣
」小
計
12
14
4
13
10
16
16
17

◯
は
「
朝
臣
」、

△
は
「
卿
」、

空
欄
は
「
朝
臣
」「
卿
」
ナ
シ
、

│
は
対
象
歌
ナ
シ
。
─
は
朱
ナ
シ

　
　
　

※
は
人
物
比
定
に
差
異
あ
り
。

（
詠
み
人
名
・
詞
書
と
を
対
象
と
し
た
。

　

対
象
と
し
た
写
本
の
全
て
に
「
朝
臣
」
と
あ
る
と
き
は
掲
出
せ
ず
、

　

一
本
に
で
も
「
朝
臣
」
と
あ
る
と
き
に
掲
出
し
た
。

　

ま
た
前
後
歌
に
載
る
と
き
で
も
同
一
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
対
象
と
し
た
。）
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三
点
目
の
「
御
製
」
の
使
用
に
つ
い
て
、「
御
製
」
に
つ
い
て
は
漢
語
の

使
用
が
優
先
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、「
親
王
」「
内
親
王
」
に
対
す
る
に

「
み
こ
」
が
使
用
さ
れ
、こ
こ
で
は
「
卿
」「
朝
臣
」
に
対
す
る
に
「
朝
臣
」

で
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
と
も
に
和
語
で
記
す
意
識
が
見
ら
れ
る
と
言
え

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
古
今
和
歌
集
に
お
け
る
使
用
に
准
ず
る
と
見
ら

れ
る
（
（1
（

。

　

定
家
本
の
本
文
が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
定
家
本
の
本
文

が
新
し
く
非
定
家
本
の
本
文
が
古
い
と
は
言
え
な
い
と
す
る
考
え
方
も
あ

り
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
片
桐
が
言
う
、
作
者
名
表
記
が
詞
書
の
一
部

と
し
て
存
す
る
場
合
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
詞
書
と
作
者
名
表
記
を
別
立

て
に
す
る
他
勅
撰
集
の
定
律
に
し
た
が
う
と
、
別
立
て
に
な
っ
て
い
る
作

者
名
表
記
を
わ
ざ
わ
ざ
詞
書
内
に
戻
し
て
詞
書
の
一
部
と
す
る
こ
と
は
考

え
に
く
い
。
表
11
は
片
桐
が
指
摘
す
る
作
者
名
表
記
が
詞
書
の
一
部
と
し

て
存
す
る
例
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
古
本
系
統
の
堀
河
本
（
本
来
部

分
で
あ
る
巻
一
〜
十
四
、
承
保
三
年
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
巻
十
五
〜
巻

十
七
1215
番
歌
あ
た
り
）・
雲
州
本
と
、
承
保
三
年
本
系
統
（
本
来
部
分
で

あ
る
巻
十
四
途
中
〜
巻
二
十
）
に
多
く
見
ら
れ
る
。
や
は
り
大
筋
に
お
い

て
非
定
家
本
系
の
方
が
古
い
か
た
ち
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、「
御
製
」
表
記
や
官
職
名
表
記
・「
朝
臣
」
表
記
に
関
し
て
は
天

福
本
が
際
立
っ
て
整
え
ら
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
他
の
諸

点
に
つ
い
て
は
天
福
本
に
い
た
っ
て
は
じ
め
て
整
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
無
年
号
Ａ
類
本
の
と
き
か
ら
整
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
定
家

が
手
に
し
た
家
伝
の
後
撰
和
歌
集
が
随
分
と
整
え
ら
れ
た
後
撰
和
歌
集
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。

　
　
　

ま
と
め
と
し
て

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
片
桐
や
真
下
が
述
べ
る
よ
う
に
、
非
定
家

本
系
の
本
文
の
ほ
う
が
古
い
本
文
を
持
つ
と
見
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。
世

に
出
た
も
と
も
と
の
後
撰
和
歌
集
の
本
文
を
復
元
す
る
こ
と
は
不
可
能
と

い
っ
て
よ
い
が
、
し
か
し
定
家
本
に
よ
っ
て
読
む
か
ぎ
り
後
撰
和
歌
集
本

来
の
姿
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
少
な
く
と
も
平
安
時
代

に
読
ま
れ
て
い
た
後
撰
和
歌
集
の
姿
に
接
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
留
意
し
非
定
家
本
の
本
文
を
大
事
に
し
な
が
ら
後
撰
和
歌
集
の
本
文
に

接
す
る
の
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
巻
十
七
雑
三
1195
の
小
野
小
町

歌
「
岩
の
上
に
旅
寝
を
す
れ
ば
い
と
寒
し
苔
の
衣
を
我
に
貸
さ
な
む
」
に

返
歌
1196
を
し
た
の
は
「
遍
昭
」（
安
Ａ
Ｂ
天
）
で
な
く
「
深
照
法
師
」（
堀

保
）
か
「
真
静
法
師
」（
雲
坊
）
の
い
ず
れ
か
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
後
撰

和
歌
集
を
読
む
こ
と
に
な
る
。

（
１
）
そ
れ
ら
は
、
小
松
茂
美
『
後
撰
和
歌
集 

校
本
と
研
究
』（
昭
三
六1961 

誠
信
書
房
）・
大
阪
女
子
大
学
国
文
学
研
究
室
『
後
撰
和
歌
集
総
索
引
』（
昭

四
十1965 

中
村
印
刷
）・
岸
上
慎
二
『
後
撰
和
歌
集
の
研
究
と
資
料
』（
昭
四

一1966 
新
生
社
）・
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』（
昭
四
六 

1971

笠
間
書
院
）・
奥
村
恒
哉
『
古
今
集
・
後
撰
集
の
諸
問
題
』（
昭
四
六

1971 

風
間
書
房
）・
杉
谷
寿
郎『
後
撰
和
歌
集
研
究
』（
平
三1991 

笠
間
書
院
）・
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表
11　

詞
書
と
作
者
名
と
が
未
分
化
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
歌
の
番
号

二

片

安

堀

雲

保

坊

Ａ

Ｂ

天

巻
二

68
68

68
68

68
68

68
68

68
巻
三

104
105

105

89105
105

105

巻
四

182
182

191
185

185

巻
五

223
223
268

223

230
230

巻
八

461
453

470

453

470
470

巻
九

596
596

542──

567

573

567
569

567
567

567
567

567

巻
十

691
691

小
計

６

４

４

10

７

３

３

３

２

５

巻
十
一

│

│

715─

715
738

715
710

巻
十
二

│

│

─

871
871

871
871

巻
十
三

│

│

903
906

903
906

906
906

906
906

906

巻
十
四

│

│

─

1058
1058

1045
1058

小
計

２

５

４

４

３

１

１

２

巻
十
五

│

│

───

1099
1108
1109

1099
1108
1109

1108

巻
十
六

│

│

──

1148──

1140

1148
1163

1130
1133
1140
1141
1148

1148
1163
1182

1140

1148

1182

1148
1148

1148

巻
十
七

│

│

1215
1223

1197
1215

1223

1197
1215

1224

1215
1215

1215
1215

巻
十
九

│

│

1310──

1354

1334
1347

1325

1354

1325

1354

1325
1334
1347

1334
1347

1334
1347

巻
二
十

│

│

─

1412
1412

1391
1412

1412
1412

小
計

６

10

９

12

６

５

５

５
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片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集
以
後
』（
平
十
二2000 

笠
間
書
院
）
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
諸
資
料
・
諸
論
で
あ
る
。

（
２
）
杉
谷
寿
郎
『
後
撰
和
歌
集
前
後
』
青
簡
社2016

の
整
理
に
よ
る
。
杉
谷
の

か
つ
て
の
『
後
撰
和
歌
集
諸
本
の
研
究
』
に
あ
る
系
統
整
理
を
も
と
に
、
そ

の
刊
行
後
に
出
現
し
た
伝
坊
門
局
本
を
含
め
て
再
整
理
さ
れ
た
一
覧
で
あ
る
。

　

杉
谷
は
そ
れ
ま
で
定
家
本
・
非
定
家
本
系
と
大
き
く
二
分
類
さ
れ
て
き
た
諸

本
を
四
分
類
に
ま
と
め
直
し
た
。
が
、
本
論
で
は
定
家
本
系
と
そ
れ
以
外
の

系
統
を
区
別
し
て
論
を
な
す
た
め
、以
前
の
呼
称
「
非
定
家
本
系
」
を
用
い
る
。

あ
と
で
引
用
す
る
諸
論
の
な
か
に
は
こ
れ
を
「
異
本
系
」
と
呼
ぶ
も
の
も
あ
る
。

（
３
）
諸
本
と
し
て
は
以
下
を
使
用
し
た
（
括
弧
内
が
使
用
略
号
。
歌
番
号
は
所

引
論
文
内
の
歌
も
含
め
て
す
べ
て
新
編
国
歌
大
観
番
号
を
使
用
し
た
）。

二
荒
山
本（
二
）：
小
松
茂
美
『
日
本
名
跡
叢
刊 

二
荒
山
本
後
撰
和
歌
集 

上
下
』

二
玄
社

片
仮
名
本
（
片
）：
山
田
孝
雄
『
後
撰
和
歌
集
』
古
典
保
存
会

堀
河
本
（
堀
）：
国
文
研 

電
子
資
料
館 

マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
目
録
Ｄ
Ｂ

「100061314 

八
代
集
」

雲
州
本
（
雲
）：
久
曽
神
昇
・
深
谷
礼
子
『
後
撰
和
歌
集
〔
雲
州
本
〕
と
研
究
』

未
刊
国
文
資
料
刊
行
会

承
保
三
年
本
（
保
）：『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
69 

後
撰
和
歌
集
別
本 
詞
花

和
歌
集
』

伝
坊
門
局
本
（
坊
）：
片
桐
洋
一
『
後
撰
和
歌
集 

伝
坊
門
局
本
』
和
泉
書
院

天
福
本
（
天
）：『
新
編
国
歌
大
観 

勅
撰
和
歌
集
』
角
川
書
店

（
４
）
片
桐
洋
一
「『
後
撰
集
』
の
伝
本
」
に
よ
る
。
片
桐
の
論
は
「『
後
撰
集
』

の
本
性
」「
国
語
国
文
」
第
二
五
巻 

第
五
号1956.5

・「『
後
撰
集
』
の
物
語�

性
」
第
四
四
巻 

第
一
〇
号1967.10

に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も

の
ち
『
古
今
和
歌
集
以
後
』
所
収
）。

（
５
）
真
下
和
子
「
後
撰
和
歌
集
定
家
本
に
つ
い
て
の
一
考
察
」「
女
子
大
文
学

　

国
文
編
」
第
十
七
号1967.2

（
６
）奥
村
恒
哉
「
平
安
朝
の
後
撰
集
」「
和
歌
文
学
研
究
」
第
十
七
号1964.9

（
の

ち
『
古
今
集
・
後
撰
集
の
諸
問
題
』
所
収
）

（
７
）
杉
谷
寿
郎
「
諸
本
の
系
統
と
そ
の
対
立
の
誘
因
」「
中
古
文
学
」
第
十
七

号1976.5

（
の
ち
『
後
撰
和
歌
集
研
究
』
所
収
）。

（
８
）
福
田
孝
「
承
保
三
年
奥
書
本
『
後
撰
和
歌
集
』
に
つ
い
て
」「
和
歌
文
学

研
究
」101

号　

2010.12

。

（
９
）
巻
十
五
の
部
立
名
も
巻
数
題
と
同
一
行
に
あ
っ
て
ほ
し
い
の
だ
が
、
写
本

書
写
者
が
巻
十
四
ま
で
に
倣
っ
た
書
き
方
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

（
10
）
福
田
孝
「「
は
べ
り
」
か
ら
見
た
後
撰
集
諸
本
間
の
距
離
」「
武
蔵
野
大
学

日
本
文
学
研
究
所
紀
要
」
第
三
号2016.3

（
11
）
そ
の
後
『
五
代
歌
枕
』
の
本
文
研
究
も
進
み
、
黒
田
彰
子
編
『
五
代
集
歌

枕
』2006

み
ず
ほ
出
版
な
ど
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
使
っ
て
対
校
し
て
も
奥

村
の
よ
う
に
『
五
代
歌
枕
』
本
文
に
密
接
に
関
係
す
る
後
撰
和
歌
集
の
本
を

見
出
す
こ
と
は
実
は
し
に
く
い
。

（
12
）
奥
村
論
文
で
は
280
番
歌
は
片
・
堀
の
本
文
四
句
目
を
『
後
撰
和
歌
集 

校

本
と
研
究
』
に
よ
り
「
は
な
と
み
え
て
や
」
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
野
分
巻

の
本
文
「
玉
か
」
に
不
合
致
と
す
る
。『
校
本
と
研
究
』
の
翻
刻
ミ
ス
で
片
・

堀
の
本
文
は
「
た
ま
と
み
よ
と
や
」
で
、
比
較
す
る
後
撰
集
の
写
本
で
本
文

が
す
べ
て
一
致
す
る
の
で
検
討
対
象
と
な
ら
な
い
。
ま
た
1334
番
歌
に
つ
い
て

は
奥
村
は
関
西
大
学
本
承
保
三
年
本
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
発
見
さ
れ

た
善
本
で
あ
る
天
理
図
書
館
本
承
保
三
年
本
で
は
二
句
目
「
し
ら
ぬ
な
み
た

の
」
で
あ
っ
て
他
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
奥
村
は
280
番
歌
で
は
「
花
」「
玉
」「
露
」
と
い
っ
た
語
の
一
致
を
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検
討
対
象
と
し 

1108
番
歌
で
は
助
詞
「
も
」「
の
」
の
一
致
を
検
討
対
象
と
す
る
。

方
法
論
的
に
も
い
く
ら
か
疑
念
が
生
ず
る
。

（
13
）
し
か
し
、
巻
十
五
雑
一
1102
に
つ
い
て
は
杉
谷
が
「
詞
書
は
ひ
と
り
定
家
本

系
統
が
親
し
く
、
古
本
系
統
、
承
保
本
系
等
は
遠
い
関
係
で
あ
る
」
と
言
う

と
お
り
で
あ
る
。『
堤
中
納
言
集
』
と
の
比
較
に
は
単
純
で
な
い
側
面
が
あ
る
。

（
14
）
古
今
和
歌
集
で
は
御
製
歌
は
詞
書
内
で
和
語
で
「
御
う
た
」
と
書
く
の
に

対
し
て
、拾
遺
和
歌
集
で
は
作
者
名
表
記
部
分
に
「
御
製
」
と
書
く
。「
御
製
」

に
つ
い
て
は
基
本
的
に
拾
遺
和
歌
集
に
準
じ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

か
。
古
今
和
歌
集
・
拾
遺
和
歌
集
と
も
に
新
編
国
歌
大
観
本
を
使
用
し
た
。

（
15
）
後
撰
和
歌
集
は
俊
成
本
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
が
、
俊
成
の
手
に
よ
っ
て
整
え
ら
れ
た
か
俊
成
が
入
手
し
た
写
本
が

整
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
杉
谷
『
後
撰
和
歌
集
諸
本

の
研
究
』
第
四
章
に
俊
成
の
『
古
来
風
躰
抄
』
と
の
本
文
比
較
が
あ
る
。


